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市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

能
美
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
配
送

　

８
月
１
日
、
能
美
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
竣
工

式
を
開
催
し
、
関
係
者
約

60
人
が
工
事
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
根
上
・

寺
井
地
区
の
小
中
学
校
の

給
食
室
の
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
た
こ
と
や
、
今
後

も
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
た
め
整
備
し
た
も

の
で
す
。

　

整
備
や
運
営
に
お
い
て

は
、
市
で
は
初
め
て
民
間

の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導

入
し
て
お
り
、
㈱
能
美
ス

ク
ー
ル
ラ
ン
チ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
が
今
後
15
年
間
の

調
理
・
配
送
や
施
設
管
理

を
担
い
ま
す
。

　

最
新
の
調
理
設
備
を
配

置
し
、
徹
底
し
た
衛
生
管

理
の
も
と
、
２
学
期
か
ら

根
上
・
寺
井
地
区
へ
給
食

の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
専
用
調
理
室
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
卵
ア
レ
ル

ギ
ー
除
去
食
を
市
内
全
域

に
届
け
ま
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に
地
元

産
材
を
使
っ
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
軽

減
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま

す
。
２
階
に
は
調
理
器
具

の
展
示
や
見
学
通
路
も
あ

り
、
食
育
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

き
ま
す
。

出
席
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

野
菜
や
果
物
を
洗
浄
す
る

下
処
理
室

主
な
で
き
ご
と

特
　

集

日
本
ガ
イ
シ
・
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
か
ら
ご
寄
附

エ
コ
活
動
で
得
た
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
寄
附

　

日
本
ガ
イ
シ
株
式
会
社

石
川
工
場
と
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ

ミ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
株
式
会

社
石
川
工
場
か
ら
、
市
の

環
境
美
化
活
動
を
目
的
に

19
万
９
千
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
金
は
従
業
員
が
社

内
や
家
庭
で
、
節
電
や
ご
み

の
減
量
な
ど
エ
コ
な
活
動
に

取
り
組
ん
だ
際
に
付
与
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
を
金
額
に
換
算

し
た
も
の
で
す
。

　

７
月
19
日
、
関
係
者
６

名
が
市
役
所
を
訪
れ
、
ポ

イ
ン
ト
ト
ッ
プ
の
日
本
ガ

イ
シ
㈱
の
笠
間
晶
平
さ
ん

と
Ｎ
Ｇ
Ｋ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ

バ
イ
ス
㈱
の
塚
本
光
代
さ

ん
が
井
出
市
長
に
活
動
内

容
を
報
告
し
、
寄
附
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

日本ガイシ㈱、NGK セラミックデバイス㈱の

皆さんと井出市長

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
普
及
貢
献
賞
受
賞

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献

　

７
月
26
日
、(

一
財)

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
普
及
貢
献
賞
」
感

謝
状
贈
呈
式
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
電
気
の
需
要
の
最

適
化
に
貢
献
し
た
団
体
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
会
員
企
業

で
あ
る
北
陸
電
力
株
式
会

社
の
小
松
支
店
奥
支
店
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

井
出
市
長
は
「
庁
舎
の
空

調
設
備
改
修
に
伴
い
省
エ

ネ
対
策
と
し
て
市
が
で
き

る
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
。
県
内

自
治
体
初
の
受
賞
と
い
う

こ
と
で
大
変
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
い
た
」
と
感
謝

井
出
市
長
(
右
)
、
北
陸
電
力
小
松

支
店
奥
支
店
長
(
左
)

　

九
谷
焼
作
家
山
岸
大
成
さ
ん

(
寺
井
町
)
が
日
本
芸
術
院
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
６
月
10
日
、
東

京
都
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
下
、
日
本
芸
術
院
賞
の
授
賞
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
に
は
、
山
岸
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市
長
に
受

賞
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
「
神
々
の
座
『
綿
津

見
』
」
は
、
九
谷
焼
の
土
の
特
徴

で
あ
る
青
白
さ
が
際
立
つ
白
磁
の

作
品
で
す
。
あ
え
て
色
を
付
け
な

い
こ
と
で
光
や
影
の
様
子
に
よ
っ

て
、
こ
の
作
品
を
見
る
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
色
を
感
じ
て
想
像
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
山
岸
さ
ん
が
手
が
け
る

神
々
の
座
シ
リ
ー
ズ
に
共
通
す
る

白
色
は
、
日
本
人
が
白
に
対
し
て

持
つ
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

作
品
名
の
「
綿
津
見
」
は
日
本

神
話
に
登
場
す
る
海
の
神
の
名

で
、
海
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
で

も
あ
り
ま
す
。
作
品
の
上
部
に
は

波
や
水
が
た
ゆ
た
う
様
子
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
親
し
み
や
す
さ

を
感
じ
る
曲
線
状
の
上
部
と
、
人

知
の
及
ば
ぬ
神
域
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
直
線
状
の
下
部
と
の
対
比
が

美
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
岸
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
「
作

品
を
作
る
の
は
、
何
か
賞
を
得
る

な
ど
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
も

山岸大成さん　略歴山岸大成さん　略歴

昭和 31 年 能美市寺井町生まれ

昭和 53 年 金沢美術工芸大学 産業デザイン学科工芸デザイン卒業

昭和 61 年 「第 42 回　現代美術展」最高賞知事賞

平成 20 年 「第 47 回　日本現代工芸美術展」文部科学大臣賞

平成 24 年 「第 51 回　日本現代工芸美術展」内閣総理大臣賞

令和２年 「改組新第７回　日展」東京都知事賞

令和３年 石川県文化功労賞

令和４年 「第９回日展」内閣総理大臣賞

現在
日展特別会員、現代工芸美術家協会理事、

石川県美術文化協会副理事長

九
谷
焼
の
白
と

日
本
人
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ

　

誰
も
思
い
つ
か
な
い

　

独
自
の
世
界
を

日本芸術院賞
山
岸
大
成
さ
ん

神
々
の
座
「
綿わ

た

津つ

見み

」

幅
90
㎝
、
高
さ
40
㎝

全
方
向
に
面
が
あ
り
、
中
は
空
洞
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の
づ
く
り
が
好
き
で
、
作
り
た

く
て
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

あ
り
が
た
い
こ
と
に
評
価
し
て

く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

お
か
げ
で
私
は
作
品
作
り
を
仕

事
に
で
き
て
い
ま
す
。
人
と
交

わ
る
こ
と
が
好
き
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
自
分
の
活
動
を
見
て
若
い

人
が
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
は

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
誰
も
思
い
つ
か
な
い
よ
う

な
、
独
自
の
世
界
を
広
げ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ー
プ
や
カ
レ
ー
な
ど
３
千
食

を
調
理
で
き
る
煮
炊
き
調
理
室

の
意
を
表
し
ま
し
た
。
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主
な
で
き
ご
と

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

こ
ん
に
ち
は
　

ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ー
グ
ホ
ル
ム

で
す

Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助
手)

に
着
任

ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ー
グ
ホ
ル
ム
さ
ん

　

８
月
８
日
、
新
し
く
市

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
る
ニ
コ

ラ
ス
・
バ
ー
グ
ホ
ル
ム
さ

ん(

ア
メ
リ
カ
・
サ
ウ
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
出
身)

が
、

市
役
所
を
訪
れ
井
出
市
長

に
着
任
の
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
は
「
能

美
市
の
良
さ
を
知
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。
２
学
期

か
ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
は
根
上
中
学
校
、

３
学
期
は
寺
井
中
学
校
に

配
属
さ
れ
、
市
内
小
学
校

で
も
英
語
活
動
を
行
い
ま

す
。

第
80
回
現
代
美
術
展

美
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
能
美
展

|
浅
蔵
五
十
吉
記
念
館
|
で
の
洋

画
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

県
内
最
大
級
の
公
募
美

術
展
の
巡
回
展
の
ラ
ス
ト

を
飾
る
「
現
代
美
術
展

能

美
展
」
が
Ｋ
Ａ
Ｍ
能
美
市

九
谷
焼
美
術
館
|
五
彩
館

|
浅
蔵
五
十
吉
記
念
館
|

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
巡
回
展
は
、
金
沢

で
の
本
展
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
加
賀
市
、
白
山
市
、

小
松
市
、
輪
島
市
と
巡
回

し
、
能
美
展
が
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
７
日
、
|
五
彩
館
|

で
開
場
式
が
行
わ
れ
、
一

般
財
団
法
人
石
川
県
美
術

文
化
協
会
や
川
北
町
の
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
か
ら
20
日
ま

で
県
を
代
表
す
る
作
家
や

能
美
市
・
川
北
町
の
地
元

東
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
　

一
日
消
防
長

間
瀬
遥
花
さ
ん
が
熱
中
症
の
予
防
を
呼
び
か
け

　

８
月
２
日
、
市
消
防
本

部
は
、
２
０
２
４
年
東
レ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
、

間ま

せ瀬
遥は

る

花か

さ
ん
に
一
日
消

防
長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
か
ら
委
嘱
状

と
「
一
日
消
防
長
」
の
た

す
き
を
受
け
取
っ
た
間
瀬

さ
ん
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

で
火
災
、
熱
中
症
の
予
防

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
ほ

か
、
消
防
本
部
で
職
員
の

特
別
点
検
を
実
施
し
、
訓

練
の
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

井
出
市
長
(
右
)
か
ら
委
嘱
状
を

受
け
る
間
瀬
さ
ん
(
中
央
)

東
レ
ア
ロ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
市
内
中
学
生
を
指
導

　

８
月
２
日
、
物
見
山
総

合
体
育
館
で
東
レ
ア
ロ
ー

ズ
滋
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ⅴ
リ
ー
グ
(
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
)
で
活
躍

す
る
東
レ
ア
ロ
ー
ズ
滋
賀

の
越こ

し

谷や

章
あ
き
ら

監
督
(
元
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
男
子
代

表
)
、
深ふ

か
ざ
わ澤

つ
ぐ
み
キ
ャ

プ
テ
ン
、
青あ

お
や
ぎ柳

京
き
ょ
う

古こ

選

手
が
、
市
内
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
の
男
女

１
１
２
人
を
指
導
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
サ
ー
ブ
や
パ
ス

な
ど
の
基
本
動
作
の
練
習

を
行
い
、
中
学
生
は
選
手

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

選
手
か
ら
基
本
動
作
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
中
学
生

ア
ビ
ゲ
ー
ル
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス
さ
ん
　

あ
り
が
と
う

子
ど
も
た
ち
の
英
語
指
導
と
国
際
交
流
に
貢
献

８
月
６
日
、Ａ
Ｌ
Ｔ
(
外

国
語
指
導
助
手
)
を
務
めた

ア
ビ
ゲ
ー
ル
・
イ
グ
レ
シ

ア
ス
さ
ん
の
任
期
が
満
了

し
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
、
市
役
所
を

訪
れ
「
い
ろ
い
ろ
な
学
校

に
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
好
奇
心
を
持
ち
続
け

ほ
か
の
文
化
を
学
ぶ
と
自

分
を
取
り
巻
く
文
化
に
感

謝
で
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
(
語
学
指
導
な
ど
を
行

右
か
ら
ア
ビ
ゲ
ー
ル
さ
ん
、

井
出
市
長
、
ミ
ー
さ
ん

う
外
国
青
年
招
致
事
業
)

の
任
期
満
了
と
な
る
ア

ビ
ゲ
ー
ル
さ
ん
、
同
じ
く

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
チ
ャ
・
ミ
ー
さ

ん
に
対
し
井
出
市
長
か
ら

「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
」
の
任
命

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ビ
ゲ
ー
ル
さ
ん
は
ア

メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
英
語

の
先
生
と
し
て
、
ミ
ー
さ

ん
は
引
き
続
き
市
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

市
産
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開
発
等
を
支
援

能
美
市
６
次
産
業
化
推
進
事
業
補
助
金
を
活
用

メ
ロ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
メ
ロ
ン
パ
フ
ェ

　

昨
年
度
、
吉
川
農
園
(
上

開
発
町
)
は
能
美
市
６
次

産
業
化
推
進
事
業
補
助
金

を
活
用
し
て
商
品
開
発
や

加
工
用
施
設
・
機
械
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
か
ら
８
月

24
日
ま
で
農
園
販
売
所

で
、
自
社
の
農
園
で
栽
培

し
た
メ
ロ
ン
を
使
用
し
た

ジ
ュ
ー
ス
や
パ
フ
ェ
、
焼

菓
子
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

吉
川
農
園
に
は
、
期
間

限
定
の
商
品
を
求
め
、
市

内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
年
度
も
６
次

産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

能
美
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

金
沢
武サ

ム
ラ
イ
ズ

士
団
の
選
手
が
市
内
小
中
学
生
を
指
導

田
中
選
手
と
試
合
を
行
う
小
学
生

　

７
月
23
日
、
寺
井
体
育

館
で
「
能
美
市
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

Ｂ
リ
ー
グ
(
男
子
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
)
に
所
属
す
る
金
沢
武

士
団
で
活
躍
中
の
田
中
翔

大
選
手
、
久
保
拓
斗
選
手

が
市
内
小
中
学
生
80
人
を

指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
一
流
選
手
か

ら
精
神
力
や
ス
キ
ル
に
つ

い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
金
沢

武
士
団
の
グ
ッ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、

６
部
門
１
１
１
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
10
日
、
12
日
に
は

出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
解
説
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

能
美
展
に
は
、
前
回
を

82
人
上
回
る
２
２
７
４
人

の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

能
美
市
６
次
産
業
化

推
進
事
業
補
助
金
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ぼ
く
も
わ
た
し
も
ト
ム
ソ
ー
ヤ
！
２
０
２
４

親
子
56
人
が
自
然
体
験

　

７
月
21
日
、
里
山
自
然

学
校
大
杉
み
ど
り
の
里

で
、
の
み
♥
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
ぼ
く

も
わ
た
し
も
ト
ム
ソ
ー

ヤ
！
２
０
２
４
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
親
子
56
人
が
参

加
し
、
自
然
の
渓
流
の
中

で
、
イ
ワ
ナ
を
捕
ま
え
て

そ
の
場
で
さ
ば
き
、
炭
火

で
焼
い
て
食
べ
る
体
験
を

し
ま
し
た
。
冷
た
い
川
の

中
に
入
り
水
鉄
砲
を
し
た

り
、
ド
ラ
ム
缶
風
呂
を
体

験
し
た
り
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

能
美
市
戦
没
者
慰
霊
式
・
追
悼
法
要

日
清
戦
争
以
後
の
英
霊
に

式
辞
を
述
べ
る
井
出
市
長

　

８
月
２
日
、
寺
井
地
区

公
民
館
で
能
美
市
戦
没
者

慰
霊
式
を
開
催
し
、
遺
族

ら
約
70
人
が
日
清
戦
争
以

降
に
戦
没
し
た
９
７
６
柱

の
英
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　

井
出
市
長
は
式
辞
で
「
こ

れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
に
、

こ
の
愛
す
る
能
美
市
の
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
、
行

政
に
課
さ
れ
た
責
務
は
大

き
い
。
平
和
の
大
切
さ
を

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
」

と
述
べ
、
田
中
大
佐
久
市

議
会
議
長
、
杉
田
隆
一
遺

族
会
長
が
追
悼
の
言
葉
を

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
―
能
美
市
連
携
日
本
語
講
座「
日
本
文
化
体
験
」

〜
能
美
市
の
酒
蔵
・
日
本
家
屋
を
見
学
し
よ
う
〜

　

７
月
16
日
、
北
陸
先
端

科
学
技
術
大
学
院
大
学

(
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
)
の
留
学
生

が
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
能
美
市
連

携
日
本
語
講
座
で
㈱
宮
本

酒
造
店
(
宮
竹
町
)
を
訪

れ
ま
し
た
。
中
国
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
７

か
国
か
ら
26
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

留
学
生
た
ち
は
明
治
40

年
に
建
て
ら
れ
た
伝
統
的

な
日
本
家
屋
を
見
学
し
、

市
の
特
産
「
加
賀
丸
い
も
」

を
使
用
し
た
焼
酎
や
、
白

山
の
伏
流
水
で
丁
寧
に
仕

込
ま
れ
た
日
本
酒
の
酒
蔵

を
見
学
し
ま
し
た
。

能
美
市
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

小
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦

　

７
月
21
日
、
根
上
総
合

文
化
会
館
で
第
１
回
能
美
市

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
論

理
的
思
考
力
を
養
い
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
小
学
１
年
生

か
ら
３
年
生
向
け
に
四
角

い
木
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
向

け
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
実
施

し
、参
加
者
は
「
難
し
か
っ

た
け
ど
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
結
果
を
確
認

す
る
子
ど
も
た
ち

川遊びを楽しむ親子ら

述
べ
ま
し
た
。
　

　

式
典
後
は
引
き
続
き
、

市
遺
族
会
に
よ
る
追
悼
法

要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

英
霊
に
手
を
合
わ
せ
る
杉
田
会
長

問 /子育て支援課（☎ 58‐2232 kosodate）

令和６年度新たに住民税非課税または均等割のみ課税となった世帯で児童がいる皆さまへ

物価高騰対応重点支援給付金（こども加算）

　対象世帯には９月下旬以降に順次通知文書を送付

し、支給します。原則申請は不要ですが、別世帯に単

身などの児童がいる世帯や、基準日 (令和６年６月３

日 )より後に児童が生まれた世帯は、申請が必要です。

　詳しくは子育て支援課へお問い合わせください。

▶ ▶ 対象世帯　令和６年度新たに物価高騰対応重点支援

給付金の対象になった世帯のうち、平成 18 年４月２

日以降に生まれた児童がいる世帯

▶ ▶ 給付額　児童１人当たり５万円

▶ ▶ 申込期限　10 月 31 日（木）消印有効

　　　　　　※申請が必要な世帯のみ

問 /子育て支援課（☎ 58‐2232 kosodate）

高校生年代までのお子さまがいる皆さまへ

10 月から児童手当制度が拡充されます

　児童手当は 10 月 (12 月支給分）から、制度の一部

が拡充されます。

　高校生年代までの児童がいて、現在児童手当を受給

していない人は、新規で認定請求の手続きが必要です。

【環境に配慮した住まい】

ZEH（ゼッチ）などの省エネ住宅の新築・購入

ZEH とは、net Zero Energy House（ネット・ゼ

ロ・エネルギー・ハウス）の略語で、「エネルギー

収支をゼロ以下にする家」という意味です。

これを実現するためには、使用するエネルギーを大幅に減らす

ことが必要ですが、暑さや寒さを我慢するというわけではあり

ません。家全体の断熱性を高めたり、省エネ家電を

使用することで、夏は涼しく冬は暖かいという快適

な環境を保ちながら省エネルギーを目指します。

市では、省エネ化につながる住宅の新築や購入、改

修に要する費用の一部を補助します。

太陽光パネルや蓄電池の設置

太陽光パネルを屋根に設置して発電したり、その電気を蓄電

池に充電して利用することで、エネルギーの省力化ができ、

電気使用量を抑えることができます。太陽光などの自然エネ

ルギーを利用して、環境にも家計にもやさしい生

活をしてみませんか。

市では、自然エネルギー設備設置に要する費用の

一部を補助します。

問 /生活環境課 SDGs・カーボンニュートラル推進室

　　（☎ 58‐2217 kankyo）

vol.6vol.6

改正前（９月まで） 改正後（10 月から）

支給対象
中学校修了までの児童

（15 歳到達後最初の３月 31 日まで )

高校生年代までの児童

(18 歳到達後最初の３月 31 日まで )

所得制限 あり（所得制限限度額、所得上限限度額 ) なし

手当月額

・３歳未満：15,000 円

・３歳～小学校修了まで

　第１子・第２子：10,000 円

　第３子以降　　：15,000 円

・中学校修了まで：10,000 円

・所得制限限度額以上、所得上限限度額未満の人：5,000 円

・所得上限限度額以上の人：支給なし

・３歳未満

　第１子・第２子：15,000 円

　第３子以降　  ：30,000 円

・３歳～高校生年代まで

　第１子・第２子：10,000 円

　第３子以降　  ：30,000 円

多子加算の

算定対象児童

高校生年代までの児童

(18 歳到達後最初の３月 31 日まで )

大学生年代までのお子さま

(22 歳到達後最初の３月 31 日まで )

支払月・回数
６月・10 月・２月　年３回

( 各前月までの４か月分を支給 )

偶数月　年６回

( 各前月までの２か月分を支給 )

　現在児童手当を能美市から受給している人、能美市

に住民登録のある高校生年代までの児童がいる世帯に

は、制度改正についての案内を９月上旬以降に順次送

付します。

メールアドレスの@以降を省略して表記しています。　

例： koho@city.nomi.lg.jp　→　 koho

お知らせ

暮
ら
し
の
情
報
(
お
知
ら
せ
)

詳しくは市ホームページをご覧ください。

暮らしに関する情報

能美市から
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主
な
で
き
ご
と

詳しくは

こちら

詳しくは

こちら


